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京大 ･基研 益 川 敏 英
所長より本日のシンポジウムにっいてお話がありました様に,基礎物理学の現状と展望についてのシン
ポジウムを行ない,先生無き後の基礎物理学研究所の舵をどの様に取って,研究所を更に発展させて行く
かを考え決意を新たにする,そしてこの会と決意を湯川先生に捧げるのが本日のシンポジウムの主旨でし
た｡当然この観点から私も素粒子物理学の現状と展望を語らなければなりませんが,私にはそれに応える
だけの能力が有りませんし,また偉い先生が行なっても予測と言うものは概ね外れる事が常でありましょ
う｡しかし,予測は外れることを常としても,常にこれから生ずることに思いを馳せていることが,学問
の大きな流れ変化発展に対し,常時先行とは言わないまでも大きく遅れることを無くす唯一の保障でありま
しょう｡この意味からも常時行なっていなければならない行為の一つであり, 予想の外れることを恐
れず私の素粒子物理学の現状と展望を語って見たいと思います｡予想を立てる時の常套的手段として過去
のデーターを並べそれを外挿する手法を採用します｡どのデーターポイントを重視しどれを無視するかに
よって外挿曲線は大巾に変化します｡ここに予想が外れる原因がありますが,ここでは私の主観に従がっ
て作業を行ないます｡この意味で歴史の傭轍から始めますが,外挿線を引くに必要なもののみに言及を限
ります｡例えば三点を通る直線はその直線の決定のためには中間点は必要ありません｡しかし科学史から
見れば中間点に相当する発見があってはじめて第三点の発見が有るのであって価値は等しいかもしれませ
ん｡この意味で以下に述べる事は科学史でないと言 う事を御理解頂きたいと思います｡
-p4-
